教材番号　　インターネット№1
対象　　　　中・高

～パスタにゴキブリ！　みんなに知らせなきゃ…～
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

Ａ君は、同級生のＢ君から、Ｂ君のお姉さんが、この前ファミレスのＸ店で家族で食事をしたら、パスタにゴキブリが入っていて大変なことになったという話を聞きました。

ゴキブリが大嫌いなＡ君は、

①　Ｃ君やＤ君に、そういうことがあったらしいからＸ店には行かない方がいいよ、というメールを送りました。

②　普段はＣ君やＤ君くらいしか見ていないインターネット上のブログに、そういうことがあったらしいからＸ店には行かない方がいいよ、と書き込みました。

③　普段からその地域の情報について書き込みがされているインターネット上の掲示板に、そういうことがあったらしいからＸ店には行かない方がいいよ、と書き込みました。

ところが、実はＢ君の話はＢ君の勘違いで、パスタにゴキブリが入っていたのはＸ店ではなくＹ店で、メールや書き込みを知ったＸ店の店長は、怒ってＡ君に書き込みの削除や損害賠償を求めてきました。

①～③のケースそれぞれについて、書き込みの削除や損害賠償が認められるのかどうか、考えてみましょう。
２　テーマ・ポイント
法が身近なことに関わっていることを理解するとともに、Ｘ店の立場と消費者であるＡ君やＢ君の立場のそれぞれに立って考えてもらうことにより、法が利益の対立を調整する役割を担っていることを学んでもらう。

３　授業の進め方（一例）
まず事案を説明して理解してもらい、個々の生徒に結論を考えてもらう。その上で、グループに分かれて議論し、グループ毎に結論を出し、その理由も述べてもらう。それを踏まえて弁護士がまとめ。

以　上
